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異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
国
際
審
査
団
に
よ
っ
て

審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
員
は
毎
年
代
わ
る
た
め
、
審
査
基

準
も
微
妙
に
異
な
り
、
こ
の
こ
と
も
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
の
多

様
性
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
の
審
査
員
は
、

ベ
レ
ン
・
Ｇ
．
フ
レ
イ
ヘ
イ
ロ（
Ｏ
Ｑ
Ｏ
出
版
、
ス
ペ
イ
ン
）、
広

松
由
希
子
（
絵
本
評
論
家
・
作
家
、
日
本
）、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

ラ
ド
ゥ
ン
ス
キ
ー（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ロ
シ
ア
／
ア
メ
リ
カ
）、
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
（
ア
ン
グ
リ
ア
・
ラ
ス
キ
ン
大
学
、
イ

ギ
リ
ス
）、
ガ
イ
ア
・
ス
ト
ッ
ク
（
Ｅ
Ｌ
出
版
‐
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
・

ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
出
版
‐
エ
ン
メ
出
版
、
イ
タ
リ
ア
）
の
５
人
で
し
た
。

彼
ら
は
作
品
の
新
し
さ
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
物
語
を
語

る
力
、
作
品
世
界
の
表
現
に
適
し
た
技
法
で
あ
る
か
な
ど

を
検
討
し
、
世
界
58
カ
国
、
２
４
５
４
人
の
応
募
作
品
か

ら
日
本
人
13
名
を
含
む
、
20
カ
国
、
87
人
の
作
品
を
選

び
出
し
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を
紹
介

す
る
も
の
で
す
。
日
本
で
は
１
９
７
８
年
に
初
め
て
紹
介

さ
れ
、
当
館
で
は
１
９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、
今
年

で
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

毎
年
、
こ
れ
ま
で
観
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
作
品
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
に
お
い
て
は
伝
統

的
な
技
法
や
表
現
の
み
な
ら
ず
、新
た
な
表
現
を
求
め
て
、

Ｃ
Ｇ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
技
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
児
童
書
の
イ
ラ
ス
ト
と
し

て
大
切
な
の
は
そ
れ
が
子
ど
も
の
心
に
届
く
も
の
か
ど
う

か
で
す
が
、
子
ど
も
の
本
の
た
め
の
イ
ラ
ス
ト
と

言
っ
て
も
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
イ
ラ
ス
ト
で
は

な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

優
れ
た
イ
ラ
ス
ト
に
は
観
る
人
自
身
で
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
独
自
の
解
釈

で
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
物
語
を
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
展
示
室
で
は
イ
ラ
ス
ト
と
の
出
会
い
に
よ
る
、
新

た
な
発
見
や
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。

《
特
別
展
示
》

　

今
年
の
特
別
展
示
作
家
は
２
０
０
９
年
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ

ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
（
Ｂ
Ｉ
Ｂ
）で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
ス
ペ
イ
ン
の
絵
本
作
家
、
タ
シ
エ
ス
で
す
。

　

１
９
６
３
年
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ラ
ゴ
ン
州
バ
ル
バ
ス
ト
ロ
に

生
ま
れ
、
現
在
は
カ
タ
ロ
ニ
ア
州
ブ
ル
ニ
ョ
ラ
在
住
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
び
、
１
９
８
３
年

よ
り
、
新
聞
や
雑
誌
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
風
刺
漫

画
な
ど
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
彼
の
作
品
は
決
し
て
夢
の

世
界
だ
け
の
物
語
で
は
な
く
、
批
判
的
で
も
あ
り
、
社
会

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
木
版
画
の

よ
う
で
も
あ
る
作
品
は
黒
く
塗
ら
れ
、
単
純
化
さ
れ
刻
み

込
ま
れ
た
よ
う
な
色
彩
と
独
特
の
力
強
い
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
ま
し
た
。
国
際
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
、

「
正
し
い
訓
戒
の
本
」

（L
lib

re
 
d

e
 
b

o
n

s 
a
m

o
n
esta

m
en

ts

）で

１
９
９
３
年
ブ
ラ
テ
ィ
ス

ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画

　
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
は
毎
年
春
に
イ
タ
リ

ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
世
界

で
唯
一
の
児
童
書
専
門
見
本
市
で
す
。
１
９
６
４
年
に
始

ま
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
は
、
作
家
と
編
集
者
が
出
会

い
、
毎
年
新
し
い
絵
本
作
家
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

版
権
の
売
買
な
ど
が
行
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
世
界
へ
旅
立
つ

絵
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
１
９
６
７
年
に
は

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
作
品
発
表
の
機
会
を
設
け
る
た
め

「
子
ど
も
の
本
の
た
め
の
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

今
年
で
44
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
世
界

最
大
規
模
を
誇
る
子
ど
も
の
本
の
た
め
の
原
画
コ
ン
ク
ー

ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト
を

審
査
す
る
も
の
で
、
16
歳
以
上
の
誰
で
も
応
募
で
き
、
出

版
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
審
査
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
応
募
作
品
は
、
職
業
も
国
籍
も
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平
成
22
年
10
月
２
日（
土
）〜

12
月
26
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
２
０
１
０
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
６
日（
土
）〜
12
月
５
日（
日
）

［
会
期
中
無
休
］

◆
第
一･

第
二･

第
三
展
示
室

「アフリカの絵のかりうど」
ディアナ・マルガレタ・チェプレアヌ

（ルーマニア）

「ふしぎな文字の箱」
フィリップ・ジョルダーノ

（イタリア）

「盗まれた名前たち」
タシエス（スペイン）

「ぼくのすてきなカカシくん」
アフラー・ノウバハール（イラン）

「髪の毛がなくなってしまったステラ」
シャーロット・パーディ（デンマーク）



★
わ
く
わ
く
…
♪
楽
し
い
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
★

　

図
録
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、

一
筆
箋
（
６
種
類
）
な
ど
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
人
気
の
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
種
類
、
Ａ
５
サ
イ
ズ
４

種
類
あ
っ
て
ど
れ
も
ス
テ
キ
♪

　

白
い
バ
ッ
グ
に
布
用
ク
レ
ヨ
ン
で
描
け
ば
、
世
界
で
た
っ

た
ひ
と
つ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
が
で
き
る
「
お
絵
か
き
エ
コ
バ
ッ

グ
」。
好
評
に
つ
き
、
今
年
も
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
入
選
作
家
の
絵
本
や
輸
入
絵
本
に
加
え
、

作
っ
て
遊
べ
る
楽
し
い
絵
本
も
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
お

楽
し
み
に
！

　

人
気
商
品
は
展
覧
会
期
終
了
前
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

★
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト
★

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
あ
わ
せ
て
、
新

メ
ニ
ュ
ー
「
は
ち
み
つ
ト
ー
ス
ト
」
が
登
場
！
は
ち
み
つ
の

や
さ
し
い
甘
さ
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ト
ー
ス
ト
が
ベ
ス

ト
マ
ッ
チ
。
温
か
い
お
飲
み
物
と
一
緒
に
い
か
が
？

　

ま
た
毎
年
大
人

気
、
本
展
出
品
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー

ス
タ
ー
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
ご
注
文
の
方

に
も
れ
な
く
さ
し

上
げ
ま
す
。

❁
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
❁　
【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

　

会　

場　

２
階
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

上
映
予
定

11
：
00
〜
11
：
35

13
：
00
〜
13
：
35

11
／
６（
土
）
か
も
さ
ん
お
と
お
り

く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん

11
／
13（
土
）
じ
て
ん
し
ゃ
に
の
る
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る

ま
ほ
う
つ
か
い
の
ノ
ナ
ば
あ
さ
ん

11
／
20（
土
）
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン

ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー

11
／
23（
火
）
ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
は
お
ば
け
が
い
っ
ぱ
い

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

11
／
27（
土
）
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン

12
／
４（
土
）
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー

ス
イ
ミ
ー

❁
お
は
な
し
劇
場
❁　
【
要
観
覧
料
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
大
型
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
人
形
劇
を
上
演
し
、
皆
さ
ん
を
物
語
の
世
界
へ
ご

招
待
し
ま
す

　

開
催
日　

11
／
21（
日
）

　

時　

間　

10
：
30
〜
11
：
30
、
13
：
00
〜
14
：
00

　

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

　

申
込
不
要　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

会　

場　

１
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

❁
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
❁　
【
要
観
覧
料
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で
も

「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」「
の
び
の
び

と
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
」
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご

家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

　

日　

時　

11
／
27（
土
）、
18
：
00
〜
20
：
00

　

対　

象　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

　

定　

員　

10
家
族（
要
申
込
、
先
着
順
）

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
申
込
受
付
は
10
／
23（
土
）９
：
00
よ
り
電
話
に
て

3

展
金
牌
賞
、「
迷
子
に
な
っ
た
男
の
子
」（E

l n
iñ

o
 

p
erd

id
o

）で
２
０
０
８
年
Ｓ
Ｍ
基
金
国
際
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

《
映
像
コ
ー
ナ
ー
》

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査
員

や
タ
シ
エ
ス
、
入
選
作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
紹

介
し
ま
す
。
今
年
の
審
査
基
準
や
作
家
の
目
指
す
も
の
な

ど
、
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

《
絵
本
コ
ー
ナ
ー
》

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
に

お
薦
め
絵
本
を
加
え
、
約
１
０
０
冊
を
展
示
し
ま
す
。
ご

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
○
●
○
● 

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト 

●
○
●
○
●

❁
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
❁　
【
要
観
覧
料
】

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、

自
由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

　

子
ど
も
コ
ー
ス

　

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
〜
16
：
00

　

対　

象　

４
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

　

定　

員　

各
日
10
名（
要
申
込
、
先
着
順
）

　

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

　

協　

力　
「
絵
本
の
会　

も
こ
も
こ
」の
み
な
さ
ん

　

会　

場　

展
示
室
内

　

自
由
参
加
コ
ー
ス

　

日　

時　

11
／
23（
火
・
祝
）、
14
：
00
〜
16
：
00

　

対　

象　

ど
な
た
で
も

　

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

　

申
込
不
要　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

会　

場　

展
示
室
内

◇
観
覧
料

大
高
生

一　

般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

今年のコースター
「梅干しの絵本」 小山友子（日本）より

「あーん　あーん　あーん」
作・絵　たちもとみちこ

発行：コクヨ S ＆ T

クリアファイル＆一筆箋

遊べる絵本



　

今
年
開
館
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
当
館
に
は
、
現
在

約
５
５
０
点
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
よ
り
、
次
の
２
テ
ー
マ
で
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
神
・
仏
・
仙
人
た
ち
〜

　
「
神
さ
ま
」や
「
仏
さ
ま
」
は
い
つ
の
時
代
で
も
常
に
人
々

の
心
の
よ
り
所
で
あ
り
、
太
古
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で

様
々
な
形
で
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
世
俗
と

離
れ
て
超
越
し
た
能
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
仙
人
達
も
、

人
々
の
尊
敬
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
神
や
仏
、
そ
し
て
仙
人
を
表
現
し
た
絵
画

や
彫
刻
は
、
様
々
な
作
家
に
よ
っ
て
ど
の
時
代
で
も
数
多

く
制
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
あ
る
時
は
懊
悩
を
救
済

す
る
慈
愛
に
満
ち
た
表
情
、
ま
た
あ
る
時
は
邪
気
を
追
い

払
う
憤
怒
の
形
相
で
あ
る
な
ど
実
に
様
々
で
す
。
能
登
七

尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し
た
画
家
・
長
谷
川
等
伯

（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
も
、
若
年
時
は
絵
仏
師
と
し
て

腕
を
振
る
い
、
多
く
の
優
れ
た
仏
画
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
よ
り
、
神

仏
や
仙
人
を
表
し
た
絵
画
や
彫
刻
な
ど
20
点
を
展
示
し

ま
す
。

長
谷
川
等
伯
関
連
展
示
情
報
①

●「
善
女
龍
王
図
」

　

展
示
期
間　

10
月
２
日（
土
）〜
24
日（
日
）

　

密
教
と
関
り
が
深
く
、
龍
を
従
え
て
雨
を
降
ら

せ
る
存
在
で
あ
る
善
女
龍
王
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　

ま
る
で
少
女
の
よ
う
な
表
情
を
し
た
善
女
龍
王

が
、
岩
の
上
に
乗
っ
て
水
中
よ
り
現
れ
た
場
面
で
す
。

　

小
さ
な
仏
画
で
す
が
、
繊
細
な
筆
致
と
鮮
や
か

な
彩
色
が
よ
く
分
か
り
、
等
伯
の
若
年
期
の
特
徴
が

見
事
に
表
れ
た
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
作
品
は
「
秋
の
所
蔵
品
展
」
テ
ー
マ「
神
・
仏
・

仙
人
た
ち
」内
で
展
示
し
ま
す
。

●「
複
製　

松
林
図
屏
風
」

　

展
示
期
間　

10
月
31
日（
日
）〜
11
月
３
日（
水
・
祝
）

　

日
本
水
墨
画
の
最
高
峰
で
、
等
伯
の
代
表
作
と
し

て
著
名
な「
松
林
図
屏
風
」。
能
登
の
松
林
を
描
い
た

と
も
い
わ
れ
る
水
墨
の
幽
玄
な
風
景
は
、
今
な
お
多

く
の
人
び
と
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
、
七
尾
市
で
は「
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
記
念
」

と
し
て｢

松
林
図
屏
風｣

の
複
製
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

製
作
に
は
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
駆
使
さ
れ
、

複
製
と
は
い
え
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え

て
い
ま
す
。

　

本
品
を
「
平
成
22
年
度
七
尾
市
美
術
展
覧
会
」
期

間
中
の
４
日
間
、
特
別
公
開
し
ま
す
。

◇
観
覧
料

大
高
生

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「善女龍王図」

「勢多迦童子図」　佐藤朝山

「張果老図」　下村観山

4

「
秋
の
所
蔵
品
展
」 

10
月
２
日（
土
）〜
24
日（
日
）

〜
赤
い
作
品
い
ろ
い
ろ
〜

　
「
赤
」は
色
彩
の
基
本
で
あ
る
三
原
色
の
一
つ
で
す
。

　

漢
字
発
祥
の
地
で
あ
る
中
国
で
は
こ
の
色
を
「
紅
」
と
表

し
ま
す
が
、
そ
れ
を
輸
入
し
た
日
本
に
お
い
て
は
「
赤
」
と

表
し
、
こ
れ
に
は
「
大
い
に
燃
え
る
火
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

赤
色
と
い
え
ば
炎
や
血
、
太
陽
、
革
命
な
ど
を
想
像
す

る
よ
う
に
、
動
的
、
情
熱
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
ま
た

ア
ピ
ー
ル
度
の
強
い
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
標
識
な

ど
認
識
の
必
要
性
が
大
き
い
も
の
な
ど
に
も
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

無
論
、
赤
色
は
美
術
工
芸
に
も
欠
か
せ
な
い
主
要
な
色

と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に

登
場
し
て
い
ま
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
赤
色
を
多
用
し
た
作
品
や
、
赤
色
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
作
品
な
ど
27
点
を
、
絵
画
や
工

芸
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

「寺田屋」　山本　隆

「織部草花文向附」

◆
第
一
展
示
室

◆
第
二
展
示
室



5

　

当
館
で
は
開
館
以
来
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心

に
、
作
品
の
ご
寄
附
、
ご
寄
託
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
古
美
術
の
指
定
文
化
財
か
ら
、
現
在
活

躍
す
る
若
手
作
家
作
品
ま
で
様
々
で
す
。

　

本
展
で
は
そ
の
中
か
ら
、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
絵
画
や
彫

刻
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

〜
江
戸
時
代
の
長
谷
川
派
と

　
　
　
　
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
絵
師
を
中
心
に
〜

　

長
谷
川
等
伯
に
続
く
江
戸
時
代
の
長
谷
川
派
や
、
江
戸

時
代
中
期
に
活
躍
し
た
加
賀
藩
の
武
人
画
家
・
矢
田
四
如

軒
、
加
賀
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
狩
野
派
の

画
家
、
佐
々
木
泉
景
な
ど
の
作
品
12
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

「
武
者
図
屏
風
」　

長
谷
川
派　

江
戸
前
期　

個
人
蔵

　

各
扇
に
「
長
谷
川
」
印
と
「
等
伯
」

印
を
持
つ
６
曲
１
双
屏
風
で
す
が
、

そ
の
印
章
は
等
伯
が
使
用
し
た
も

の
で
は
な
く
、
筆
致
も
明
ら
か
に

違
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
が

注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
隻
の
２
扇

目
に
等
伯
の
長
男
・
久
蔵
筆
「
朝
比

奈
草
摺
曳
図
絵
馬
」（
京
都
市
・
清

水
寺
）、
左
隻
の
４
扇
目
に
等
伯
筆

の「
弁
慶
・
昌
俊
図
絵
馬
」（
京
都
市
・

北
野
天
満
宮
）、
３
扇
目
に
長
谷
川

甚
丞
筆
の「
牛
若
丸
・
僧
正
坊
図
絵

馬
」（
京
都
市
・
清
水
寺
）を
、
そ
れ

ぞ
れ
模
写
し
た
場
面
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
特
に
等
伯
と
久
蔵
の
絵
馬
を
写
し
た
場
面
は

迫
力
が
あ
り
、
鎧
な
ど
は
緻
密
な
描
写
で
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

久
蔵
の
絵
馬
が
天
正
20
年（
一
五
九
二
）、
長
谷
川
甚
丞

の
絵
馬
が
寛
永
15
年（
一
六
三
八
）制
作
で
す
か
ら
、
寛
永

15
年
以
降
の
制
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

～
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
～

　

作
家
た
ち
は
常
に
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
働
か
せ
、
強
く

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
を
現
実
の
世
界
、
か
た
ち
へ
と
転
換
さ

せ
、
様
々
な
作
品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

見
る
側
は
、
時
に
は
そ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
感
じ
、
時
に

は
自
分
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ラ
ス
し
て
、
さ
ら
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、
工

芸
や
彫
刻
な
ど
約
20
点
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
主
な
作
品
紹
介
】

「
蛍
の
光
」　

田
中
太
郎（
一
九
一
一
〜
九
二
）

昭
和
24
年　

第
34
回
院
展
日
本
美
術
院
賞
・
白
寿
賞

　

大
き
な
目
に
大
き
な
羽
…
題
名
は「
蛍
の
光
」。

　

そ
う
、
こ
れ
は
ま
る
で
人
間
と
蛍
が
融
合
し
た
か
の
よ

う
な
不
思
議
な
生
き
物
で
す
。

　

正
面
を
向
き
両
手
で
明
か
り
（
ラ
ン
プ
）
を
持
っ
て
座
る

姿
は
、
ま
る
で
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
の
よ
う
で
も
あ
り
、
品
格

も
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
等
伯
関
連
展
示
情
報
②

●「
陳
希
夷
睡
図
」

　

展
示
期
間　

12
月
10
日（
金
）〜

平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）

　

描
か
れ
た
人
物
は
、
中
国
五
代
宋
時
代
初
期
に

武
当
山
に
隠
遁
し
仙
術
を
修
め
、
後
に
太
宗
よ
り
陳

希
夷
の
号
を
賜
り
、
睡
眠
に
関
し
て
は
３
年
も
眠
り

続
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
隠
士
陳
摶
で
す
。
樹
下
に
お

い
て
脇
息
に
寄
り
か
か
り
眠
る
様
子
は
ど
こ
と
な
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
親
し
み
や
す
い
作
品
で
す
。

　

左
下
部
に
捺
さ
れ
た「
長
谷
川
」印
と
共
に
捺
さ
れ
て

い
る「
信
春
」印
は
、
20
歳
代
後
半
頃
か
ら
使
用
し
て
い

る
袋
形
と
は
異
な
り
、
主
に
狩
野
派
の
絵
師
が
使
用
し

て
い
る
鼎
形
で
す
。
こ
の
印
は
、
袋
形
印
と
等
伯
印
を
繋

ぐ
一
時
期
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

淡
墨
に
よ
る
上
部
の
枝
葉
に
は
、
50
歳
代
制
作
の

水
墨
画
へ
繋
が
る
表
現
が
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
人
物

の
衣
文
線
に
は
狩
野
派
の
影
響
も
看
取
さ
れ
ま
す
。

上
洛
後
の
一
時
期
狩
野
派
に
学
ん
だ
可
能
性
を
示
す

作
品
と
し
て
、
絵
画
的
に
も
資
料
的
に
も
貴
重
で
す
。

　

本
作
品
は
「
冬
の
所
蔵
品
展
」の
テ
ー
マ「
江
戸
時

代
の
長
谷
川
派
と
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
絵
師
を
中
心

に
」で
展
示
し
ま
す
。

◇
観
覧
料

大
高
生

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個　

人

団　

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「
冬
の
所
蔵
品
展
」 

12
月
10
日（
金
）～
平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）（左隻）

「陳希夷睡図」

◆
第
一
展
示
室

◆
第
二
展
示
室



10
月
９
日（
土
）〜
11
日（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー

プ｢

彩
の
会｣

と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」

の
第
５
回
目
の
合
同
展
で
、
計
23
人
の
会
員

が
近
作
約
80
点
を
発
表
し
ま
す
。
特
に
写
真

に
つ
い
て
は
初
め
て
、
さ
さ
ゆ
り
短
歌
会
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
を
行
い
ま
す
。

主　

催　

彩
の
会
・
写
団
の
と

連
絡
先　

彩
の
会　

加
地 

求

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

6

10
月
14
日（
木
）〜
17
日（
日
）

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
」
を
支
え
る
能
面
は

幽
玄
の
美
を
今
に
伝
え
て
大
変
魅
力
的
で

す
。
こ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
11
人
が
今

年
も
ま
た
心
を
込
め
て
制
作
し
た
女
面
、
男

面
、
鬼
神
面
等
の
能
面
約
60
面
を
展
示
し
ま

す
。
同
時
に
能
面
の
解
説
や
能
面
を
着
け
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
能
面

を
身
近
に
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

面
匠
会
・
石
川
面
打
同
好
会

連
絡
先　

森
多
雪
山

☎
０
７
６
７（
22
）１
２
０
７

10
月
20
日（
水
）〜
24
日（
日
）

初
日
は
12
時
30
分
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成

を
願
い
に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち

に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品
を
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。
10
月
24
日
10
時
よ
り
美
術
館

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

主　

催　

㈶
エ
ム･

オ
ー･

エ
ー
美
術
・
文
化
財
団

連
絡
先　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

☎
０
７
６
７（
53
）３
９
１
４

10
月
31
日（
日
）〜
11
月
３
日（
水
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

一
般
部
門「
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
」
の
６
部
門
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
「
絵

画･

習
字
」
の
２
部
門
で
公
募
に
よ
る
美
術
展

で
す
。『
伝
わ
れ
感
動
』
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
者
の
表
彰
式
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

11
月
３
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
一
般
部
門

は
同
日
午
後
２
時
30
分
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会（
会
長
・
吉
田
隆
）

連
絡
先　

橋
本
義
則

☎
０
７
６
７（
53
）３
０
１
１

12
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

あ
の
日
、
こ
の
日
、
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん

な
こ
と
、
少
年
の
よ
う
に
旺
盛
な
好
奇
心
で

夢
中
で
走
り
廻
っ
た
り
、
止
ま
っ
た
り
、
行
っ

た
り
、
来
た
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
そ

ん
な
こ
ん
な
で
生
ま
れ
た
一
枚
の
写
え
真
。
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

連
絡
先　

宮
㟢 

功☎
０
７
６
７（
57
）２
８
４
５

10
月
２
日（
土
）　

開
演 

午
後
１
時
30
分

　

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
文
化
向
上

に
役
立
つ
多
彩
な
講
座
を
開
講
。
25
周
年
記

念
文
化
祭
「
芸
能
発
表
会
」
を
開
催
し
、
受
講

生
た
ち
の
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
文
化
活
動
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

主　

催　

七
尾
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
・
北
陸
中
日
新
聞

連
絡
先　

七
尾
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
７（
53
）７
５
１
１

10
月
23
日（
土
）　

開
演 

午
後
２
時

　

和
倉
地
区
公
民
館
活
動
と
し
て
歌
声
の
聞

こ
え
る
心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
結

成
さ
れ
、
は
や
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地
元

和
倉
児
童
ク
ラ
ブ
、
香
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
団

と
コ
ー
ル
沙
羅
さ
ん
を
迎
え
、
感
謝
を
込
め

て
歌
い
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

七
尾
市
和
倉
公
民
館

☎
０
７
６
７（
62
）２
０
８
４

10
月
31
日（
日
）　

開
演 

午
後
６
時
30
分

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
１
０
７
＋
１

天
国
は
つ
く
る
も
の　

ぼ
く
の
ヒ
ー
ロ
ー
は

す
ぐ
そ
ば
に
い
た
!!
』
の
上
映
と
、
て
ん
つ

く
マ
ン
に
よ
る
講
演
会
『
動
け
ば
変
わ
る
』
を

開
催
し
ま
す
。「
夢
は
あ
き
ら
め
な
い
」「
自

分
が
動
け
ば
変
わ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

そ
し
て
感
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ 

夢
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

連
絡
先　

橋
本
真
里
子

☎
０
７
６
７（
66
）０
０
１
３

11
月
７
日（
日
）　

開
演 

午
後
３
時

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
年
に
一
度
の
ピ

ア
ノ
発
表
会
で
す
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
見
夕
紀
さ
ん
の
読

み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先　

井
藤
真
理

☎
０
７
６
７（
58
）１
３
５
５

11
月
19
日（
金
）　

開
演 

午
後
２
時
50
分

　

御
祓
中
学
校
で
の
公
開
授
業
（
午
後
１
時

25
分
〜
）
終
了
後
、
全
体
会
記
念
講
演
と
し

て
宇
治
橋
祐
之
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
第
一
制

作
セ
ン
タ
ー
青
少
年
・
教
育
番
組
専
任
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
を
講
師
に
迎
え
、『
映
像
で
表
現

す
る
と
い
う
こ
と
』
と
い
う
演
題
で
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

第
５
回 

彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

入
場
無
料

 

七
尾
能
面
展
２
０
１
０

入
場
無
料

第
67
回 

北
國
写
真
展
七
尾
展

入
場
無
料

　

映
画
＆
ミ
ニ
講
演
会

入
場
無
料

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
無
料

 

和
倉
フ
ロ
イ
デ
15
周
年

 

ガ
ー
ラ
コ
ン
サ
ー
ト　

入
場
無
料

第
39
回 

石
川
県
図
工
・
美
術

教
育
研
究
大
会 

七
尾
大
会
入
場
無
料

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

入
場
無
料

長
谷
川
等
伯
没
後
４
０
０
年
記
念

平
成
22
年
度 

七
尾
市
美
術
展
覧
会

入
場
無
料

七
尾
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設
25
周
年
記
念
文
化
祭

  　
「
芸
能
発
表
会
」

入
場
無
料

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
定
期
上
映
会

「
シ
リ
ー
ズ 

北
陸
の
工
芸
作
家 

石
川
の
匠
た
ち
」

毎
回
午
前
11
時
〜 

（
上
映
時
間
約
30
分
）

10
／
９
（
土
）

　
土
火
へ
の
祈
り 

大
樋
焼
十
代 

大
樋
長
左
衛
門

12
／
18
（
土
）

　
邂
逅	

人
間
国
宝	

隅
谷
正
峯

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報

　
（
10
月
１
日
現
在
）

①
絵
画
「
愛
宕
権
現
図
」

　
　
　
　

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

●
「
加
越
能
の
美
術
」
展

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館

会
期
：
開
催
中
〜
10
月
24
日

②
彫
刻
「
木
彫
養
老
」
関
野
聖
雲
作

●
「
岡
倉
天
心
と
日
本
彫
刻
会
」
展

会
場
：
小
平
市
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
（
東
京
都
）

会
期
：
開
催
中
〜
10
月
17
日

会
場
：
井
原
市
立
田
中
美
術
館
（
岡
山
県
）

会
期
：
10
月
22
日
〜
12
月
５
日



 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部
屋
へ
よ
う
こ
そ
！
vol.6

７
／
26（
月
）、
当
館
監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
19
名
と
職
員
４
名
で
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
夏
の
日
の
小
さ
な
旅　
　

 　
　
　

山
下
富
美
子
（
監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

先
般
、
金
沢
城
公
園
と
県
立
美
術
館
を
メ
イ
ン
見
学
先
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
旅
行
に
参
加
し
た
。
炎
天
下
の
見
学
を
覚
悟
し
て
の
金
沢
城
公
園
で
あ
っ
た
が
、

「
ま
い
ど
さ
ん
」
の
巧
み
な
話
術
に
よ
る
場
内
ル
ー
ト
の
案
内
は
、
木
漏
れ
日
の
中
、

心
地
よ
い
風
と
木
の
香
に
包
ま
れ
、
新
た
な
歴
史
と
散
歩

道
を
発
見
す
る
楽
し
い
旅
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
県
立
美
術
館
で
は
、
嶋
崎
館
長
さ
ん
の
解
説
の

も
と
、「
九
谷
名
品
展
」
の
鑑
賞
を
し
た
。
特
に
、「
国
宝

の
雉
香
炉
」
寄
贈
の
際
の
裏
話
等
、
普
段
な
か
な
か
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
話
を
伺
い
な
が
ら
、
名
品
が
背
負
っ
て

い
る
重
い
歴
史
と
、
本
物
を
見
る
こ
と
に
よ
り
培
わ
れ
る

心
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
改
め
て
日
本
文
化
の
偉
大
さ
を

再
認
識
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

「
土
門
拳
の
昭
和
」展 

フ
ォ
ト
俳
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
！

　

去
る
８
月
８
日
に
小
中
学
生
対
象
の
、
９
月
５
日
に
は
高
校
生
以
上
対
象
の
、
デ

ジ
カ
メ
フ
ォ
ト
俳
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
何
れ
も
猛
暑

で
し
た
が
、
み
ん
な
真
剣
な
眼
差
し
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
日
は
講
師
・
橋
本
義
則
先
生（
七
尾
美
術
作
家
協
会
会
員
）の
案
内
で
展

覧
会
を
鑑
賞
後
、
近
隣
の
「
山
の
寺
寺
院
群
」
を
訪
れ
、
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
風
物
を
撮
影
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
撮
影
し
た
写
真
を
み
ん
な
で
見
な
が
ら

最
高
の
“
夏
の
思
い
出
”
を
選
び
、俳
句
を
作
成
し
ま
し
た
。

大
人
の
部
で
は
、
講
師
・
八
㟢
秀
峰
先
生
（
七
尾
市
俳
文
学

協
会
会
長
）
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
撮
影
時
の
想
い
な
ど

を
俳
句
に
託
し
、
写
真
に
添
え
て
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

展
示
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
長
時
間
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
両
先
生
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
写
団
「
の
と
」
会
員
の
方
々
、
鵬

学
園
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

7

金沢城公園にて

主　

催　

石
川
県
図
工
・
美
術
教
育
研
究
会

　
　
　
　

七
尾
市
学
校
教
育
研
究
会
図
工
・
美
術
部
会

連
絡
先　

七
尾
東
部
中
学
校　

出
㟢
哲
弥

☎
０
７
６
７（
58
）０
８
１
２

11
月
21
日（
日
）　

開
演 

午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分

　

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
マ
リ
ン
バ
奏

者
の
竹
宮
純
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
ゲ
ス

ト
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
門
下
生

連
絡
先　

中
條
久
美
子

☎
０
７
６
７（
22
）１
４
１
２

12
月
５
日（
日
）　

開
演 

午
後
１
時
30
分

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し

て
、
２
年
に
１
度
開
催
し
て
お
り
、
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
の
生
徒
た
ち
が
、
お
気
に
入
り

の
１
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

主　

催　

前
田
ゆ
か
り
・
中
口
幸
月

連
絡
先　

前
田
ゆ
か
り

☎
０
７
６
７（
52
）９
９
４
３

12
月
11
日（
土
）　

開
演 

午
前
９
時
30
分

　

０
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
、
５
歳
児
ク
ラ
ス
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
歌
、
合
奏
、
お
遊
戯
、

劇
遊
び
、
表
現
遊
び
等
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
発
表
す
る
姿

を
、
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

主
催
・
連
絡
先　

小
丸
山
保
育
園

☎
０
７
６
７（
53
）３
７
０
０

12
月
19
日（
日
）　

開
演 

午
前
９
時
30
分

　

２
歳
児
か
ら
年
長
児
に
よ
る
遊
戯
や
歌
、

和
太
鼓
演
奏
等
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
一
年
の
成
長
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

ひ
ま
わ
り
保
育
園

☎
０
７
６
７（
57
）２
８
０
０

12
月
25
日（
土
）　

開
演 

午
前
９
時
30
分

　

み
ん
な
で
一
緒
に
創
り
あ
げ
る
発
表
会
で

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
身
体
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て

表
現
す
る
歌
や
お
遊
戯
を
通
し
て
、
園
児
そ

れ
ぞ
れ
の
一
年
間
の
成
長
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

主
催
・
連
絡
先　

大
谷
済
美
幼
稚
園

☎
０
７
６
７（
52
）０
５
２
６

12
月
26
日（
日
）　

開
演 
午
後
１
時

　

日
本
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
に
よ
る
笑

い
と
感
動
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

音
楽
の
森
ウ
ィ
ー
ン
を
テ
ー
マ
に
音
楽
の

様
々
な
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
親
子
一
緒
に
笑

い
・
驚
き
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
感
動
の
ひ
と
と

き
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
当
日
ご
入
会
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

七
尾
市
子
ど
も
劇
場

☎
０
７
６
７（
52
）０
８
２
１

※
火
・
木　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
の
み

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重

門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

入
場
無
料

リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ 

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会
入
場
無
料

小
丸
山
保
育
園 

ち
び
っ
こ
発
表
会

入
場
無
料

ひ
ま
わ
り
保
育
園 

お
た
の
し
み
会
入
場
無
料

大
谷
済
美
幼
稚
園 

発
表
会
入
場
無
料

第
171
回 

例
会
日
本
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
公
演

「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
」
会
員
限
定



割引、プレゼントなど特典いろいろ
ぜひ当館でもご利用ください。

！

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと７
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

10月～12月

◆10月  1,4,12,18,25～30
◆11月  4,5
◆12月  6～9,13,20,24
◆年末年始  12/27～1/3

石川県七尾美術館だより 第63号（秋号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi/

◎次号・第64号（冬号）は１月１日発行予定です。

　◆第１・２展示室

「春の所蔵品展」
〜新収蔵品を中心に〜／〜いきものの表現〜

平成 23 年２月 26 日（土）〜４月 17 日（日）

　第１、第２展示室では、２つのテーマで所蔵品を中心に展示予定です。

「新収蔵品を中心に」
　平成 21、22 年度に新たに当館所蔵品となった作品を中心に紹介し
ます。当館の作品収集はご寄贈によるところが大きく、平成 21、22
年度には絵画・彫刻・工芸・写真など 17 点の作品をご寄贈いただき
ました（10 月１日現在）。これらの作品をいち早く公開します。

「いきものの表現」
　作家はモデルへの愛情や、生命力、躍動感、または自然に対する畏敬の念などを、モデルを通して表現
しています。絵画・彫刻・工芸・写真作品で紹介予定です。

「仔犬」吉田雪山

●収蔵庫及びアートホール楽屋増築に関するお知らせ●
　当館では、収蔵美術作品の増加による収納スペースの確保及びアートホール出演者の控室等を目的
に、収蔵庫及びアートホール楽屋棟を増築することとなり、同増築工事を本年度中に着工いたします。
　工事期間中においても、展覧会はスケジュールどおり開催する予定ですが、工事の日程・内容によっ
ては臨時に休館となる場合もありますので、12 月以降の開館状況につきましては事前にお問い合わせ
いただくか当館ホームページでご確認ください。
　また、アートホールは平成 23 年１月より楽屋増築工事終了までの期間、貸し館のご利用が出来ませ
んので、ご了承ください。
　ご来館くださるお客様をはじめ近隣の皆様には、ご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解を賜わ
りますようお願いいたします。


